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生協法成立前後の生協運動





























































































































が,｢第 1章 生協運動の再建 (1945-1950)｣,｢第2章 日生協の創立と労
働者の自主的な福祉運動の創設 (1951-1955)上｢第3章 生協運動の各分野



















































































































































































































































































期には,厳しい政治的 ･経済的 ･社会的変動のなかで解散 ･休眠状態に追い
込まれ,戦後日本の生協運動は本格的な成長期の初期においてはやくも苦難
と後退を余儀なくされてしまったことは間違いない｡
こうした情勢の下でも,戦前からの比較的長い運動の蓄積や民主主義的な
運動基盤を伴っていた地域や職場などでは着実な生協運動が展開されたこと
であろうし,1949年の岡山県における労働金庫設立運動に見られるように新
たな帯極的展開を求める方向なども見られるのであるが,それは今後より本
格的な調査分析作業をしてからのこととして,本稿はこの辺りでむすびとし
ておきたいO (1998年9月30日)
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